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一
　
学
校
教
育

　

児
童
・
生
徒
に
、
社
会
で
た
く
ま
し

く
生
き
抜
い
て
い
く
た
め
に
必
要
な

「
生
き
る
力
」を
育
む
と
と
も
に
、
自
尊

感
情
や
自
己
肯
定
感
を
引
き
出
し
、
東

大
和
市
の
学
校
に
通
う
こ
と
に
対
す
る

「
誇
り
」を
も
た
せ
て
い
き
ま
す
。

Ⅰ　

生
き
る
力
の
育
成

　

◇　

知　

育

　

一
人
一
人
の
児
童
・
生
徒
に
基
礎
的
・

基
本
的
な
知
識
や
技
能
を
確
実
に
習
得

さ
せ
、
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
、

そ
の
他
の
能
力
を
育
み
ま
す
。

　

◇　

徳　

育

　

児
童
・
生
徒
が
自
他
の
生
命
を
尊
重

し
、
規
律
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
等
と

協
力
し
、
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

◇　

体
育
・
健
康

　

児
童
・
生
徒
の
体
力
の
向
上
に
努
め

ま
す
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
教
育
の
推
進
と
国
際
社
会
に
生
き
る

日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
育
て
ま
す
。

　

食
育
の
推
進
や
健
康
・
安
全
教
育
な

ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

Ⅱ　

教
育
委
員
会
と
学
校
の
協
働

　

教
育
委
員
会
と
学
校
と
が
相
互
に
理

解
し
あ
い
、
教
育
目
標
を
達
成
し
て
い

く
た
め
に
、「
協
働
」し
て
教
育
課
題
解

決
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

Ⅲ　

地
域
の
学
校
づ
く
り

　

教
育
委
員
会
、
学
校
、
地
域
等
が
連

携
・
協
力
し
て
子
ど
も
た
ち
を
育
成
し

ま
す
。
教
育
に
対
す
る
熱
い
思
い
に
よ

り
開
校
に
至
っ
た
、
そ
の
思
い
や
願
い

を
受
け
止
め「
輝
き
の
あ
る
学
校
づ
く

り
」を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ⅳ　

環
境
の
整
備

　

平
成
29
年
４
月
の
新
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
稼
働
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

校
舎
外
壁
改
修
、
ト
イ
レ
の
改
善
等

の
学
習
環
境
を
整
備
・
充
実
し
ま
す
。

二
　
社
会
教
育

　

活
気
あ
る
健
康
な
社
会
を
目
指
し
取

組
を
進
め
ま
す
。

Ⅰ　

社
会
教
育
の
推
進

　

ふ
れ
あ
い
市
民
運
動
会
は
、
今
年
も

学
校
対
抗
リ
レ
ー
等
を
実
施
し
、
活
気

あ
ふ
れ
る
運
動
会
を
目
指
し
ま
す
。

　

郷
土
博
物
館
に
つ
い
て
は
、
企
画
展

示
の
充
実
や
よ
り
魅
力
あ
る
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
の
投
影
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Ⅱ　

公
民
館
活
動
の
充
実

　

東
大
和
市
の
魅
力
発
見
・
発
信
事
業

や
市
民
大
学
を
充
実
さ
せ
、
市
民
の
学

習
意
欲
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

各
種
講
座
の
充
実
も
図
り
ま
す
。

Ⅲ　

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

施
設
の
有
効
活
用
や
利
便
性
に
つ
い

て
さ
ら
に
続
け
て
検
討
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
情
報
拠
点
と

し
て
、多
様
化
・
高
度
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

平
成
28
年
度
　
教
育
経
営
方
針

教
育
長
　
真
如 

昌
美
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予
約
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
調
整
会
議

の
廃
止
を
補
う
た
め
、
利
用
者
連
絡
会
と

協
力
し
、
交
流
事
業
を
検
討
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
本
年
度
も
、
公
民
館
の
様
々
な
事

業
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

三　

子
育
て
支
援
施
策
及
び
障
害
者
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

　

中
央
図
書
館
で
は
、
子
育
て
支
援
施
策

と
し
て
、
幼
児
用
ト
イ
レ
に
オ
ム
ツ
替
え

シ
ー
ト
や
自
動
で
水
が
流
れ
、
除
菌
・
消

臭
も
で
き
る
オ
ー
ト
サ
ニ
タ
イ
ザ
ー
を
取

り
付
け
る
等
、
よ
り
衛
生
的
で
使
い
や
す

い
ト
イ
レ
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

る
た
め
、
サ
ピ
エ
図
書
館
に
利
用
登
録
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
対
応
で
き
る
資
料
数

が
飛
躍
的
に
増
加
し
、
視
覚
障
害
者
の
皆

さ
ま
か
ら
の
資
料
要
望
に
的
確
に
素
早
く

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

※「
サ
ピ
エ
図
書
館
」と
は
、
全
国
視
覚
障

害
者
情
報
提
供
施
設
協
会
が
運
営
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
で
、
加
入
者
の

所
蔵
資
料
を
相
互
に
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

教育総務費 549,738 10.7%

小学校費 579,313 11.3%

中学校費 293,238 5.7%

社会教育費 629,536 12.3%

保健体育費 2,904,673 56.6%

幼稚園費 176,914 3.4%

計 5,133,412 100.0%
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平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予

算
の
歳
入
歳
出
総
額
は
、
三
二
三
億
七
，

九
〇
〇
万
円
で
す
。
歳
出
に
占
め
る
教
育
費

の
構
成
比
は
十
五・
九
％
で
す
。
予
算
額
で

は
五
十
一
億
三
，三
四
一
万
二
〇
〇
〇
円
と
、
前

年
度
に
比
較
し
て
十
億
七
，
五
八
二
万
二
，

〇
〇
〇
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

学
校
教
育
関
係

　
予
算
の
主
な
事
業

一　

生
き
る
力
の
育
成

⑴
学
力
の
向
上
を
目
指
し
、
協
力
指
導
員

（
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）を
全
小
中
学

校
に
配
置
。

⑵
学
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
推
進
地
域
指
定

事
業
と
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
教

員
へ
の
支
援
及
び
外
部
指
導
員
に
よ
る
児

童
・
生
徒
へ
の
支
援
を
実
施
。

⑶
理
数
授
業
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
と
し

て
、
大
学
や
企
業
と
連
携
し
、
理
数
に
興

味
を
も
つ
児
童
・
生
徒
の
増
加
を
図
る
。

⑷
多
摩
・
島
し
ょ
ス
ポ
ー
ツ
習
慣
定
着
事

業
助
成
金
を
活
用
し
、
児
童
・
生
徒
の
体

力
向
上
を
図
る
。

⑸
発
達
障
害
の
あ
る
未
就
学
児
の
早
期
発

見
と
支
援
を
行
う
た
め
、
心
理
相
談
員
を

１
人
増
員
し
、
巡
回
相
談
体
制
の
強
化
・

充
実
に
係
る
経
費
を
計
上
。

⑹
特
別
支
援
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
基

本
的
な
指
針
と
な
る
第
二
次
特
別
支
援
教

育
推
進
計
画
策
定
に
係
る
経
費
を
計
上
。

二　

学
校
の
活
性
化

⑴
小
学
校
の
通
学
路
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
た
め
及
び
通
学
時
の
児
童
・
生
徒

の
見
守
り
活
動
を
続
け
て
い
た
だ
い
て
い

る
保
護
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
通
学
路
等
学
校

安
全
対
策
事
業
の
経
費
を
計
上
。

⑵
児
童
・
生
徒
の
給
食
費
や
学
用
品
費
な

ど
の
保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
就
学

援
助
事
業
の
経
費
を
計
上
。

⑶
児
童
・
生
徒
の
健
康
を
管
理
す
る
た
め
、

各
種
健
康
診
断
事
業
費
、
環
境
衛
生
検
査

等
の
委
託
料
及
び
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
、

学
校
薬
剤
師
の
報
酬
等
の
経
費
を
計
上
。

⑷
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
に
係

る
経
費
及
び
運
営
準
備
経
費
を
計
上
。

⑸
環
境
改
善
と
安
全
性
確
保
を
図
る
た
め
、

第
七
、
第
八
小
学
校
の
校
舎
外
壁
改
修
工

事
費
を
計
上
。

⑹
防
災
機
能
強
化
の
た
め
、
小
学
校
５
校

に
お
け
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
設
置
工
事

費
を
計
上
。

⑺
中
学
校
特
別
教
室
冷
房
設
備
設
置
工
事

設
計
委
託
料
を
計
上
。

⑻
小
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
工
事
費
を
計
上
。

⑼
小
中
学
校
尿
石
除
去
清
掃
業
務
委
託
料

を
計
上
。

⑽
第
三
小
学
校
屋
上
防
水
改
修
工
事
費
を

計
上
。

⑾
第
一
中
学
校
水
飲
栓
直
結
給
水
化
改
修

工
事
費
を
計
上
。

⑿
小
学
校
非
構
造
部
材
調
査
委
託
料
を
計

上
。

⒀
小
学
校
体
育
館
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
耐

震
化
設
計
委
託
料
を
計
上
。

⒁
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
等
賃
貸
借
に
係
る
経
費
を
計
上
。

三　

家
庭
、
地
域
の
教
育
力
の
向
上
支
援

　

い
じ
め
、
不
登
校
、
暴
力
行
為
等
の
諸

問
題
に
対
応
す
る
た
め
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
指
導
室
に
配
置
し
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
そ
の
対
策

に
取
り
組
む
経
費
を
計
上
。

社
会
教
育
関
係

　
予
算
の
主
な
事
業

一　

社
会
教
育
の
推
進

⑴
生
涯
学
習
社
会
形
成
の
基
本
的
な
指
針

と
な
る
東
大
和
市
生
涯
学
習
・
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
策
定
の
た
め
の
経
費

を
計
上
。

⑵
市
民
が
充
実
し
た
生
涯
学
習
に
取
り
組

み
、
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
市

が
行
う
生
涯
学
習
関
連
事
業
の
案
内
や
市

内
団
体
・
サ
ー
ク
ル
紹
介
等
を
掲
載
し
た

「
学
び
あ
い
ガ
イ
ド
」を
発
行
し
ま
す
。

⑶
お
と
な
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
、
自

ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る
青
年
を
祝
い
励
ま

す
た
め
、
市
民
の
協
力
を
得
て
、
あ
た
た

か
み
の
あ
る
成
人
式
を
行
い
ま
す
。

⑷
市
民
文
化
祭
を
通
じ
て
、
市
民
と
参
加

団
体
等
の
交
流
を
推
進
し
、
市
民
の
文
化

活
動
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

⑸
社
会
教
育
関
係
団
体
に
補
助
金
の
交
付

等
の
援
助
を
行
う
こ
と
で
、
市
民
の
自
主

的
な
社
会
教
育
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

⑹
市
内
青
少
年
団
体
の
責
任
者
・
指
導
者

が
活
動
中
に
法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を

負
っ
た
場
合
に
備
え
、
賠
償
責
任
保
険
へ

加
入
し
、
責
任
者
等
の
負
担
の
軽
減
に
努

め
ま
す
。

⑺
多
摩
湖
駅
伝
大
会
及
び
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
、
市
民
体
育
館
ト
イ
レ
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
工
事
等
の
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
成

功
に
向
け
た
開
催
気
運
醸
成
等
に
係
る
経

費
を
計
上
。

⑻
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
市
内
の
豊
か

な
自
然
や
文
化
を
再
発
見
し
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
市
民
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
習
慣
の

定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
事
業
の
経
費
を
計
上
。

⑼
市
民
プ
ー
ル
に
お
い
て
、
快
適
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
ろ
過
装
置
の

改
修
工
事
費
を
計
上
。

⑽
市
民
の
間
に
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
し
、
合

わ
せ
て
市
民
の
健
康
増
進
、
体
力
向
上
及

び
相
互
交
流
を
図
る
た
め
、
市
民
体
育
大

会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
行
う
た
め
の
経
費
や

ふ
れ
あ
い
市
民
運
動
会
の
負
担
金
を
計
上
。

⑾
里
正
日
誌
編
纂さ

ん

に
係
る
費
用
、
吉
岡
堅

二
画
伯
の
作
品
を
デ
ザ
イ
ン
に
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
を
作
成
す
る
費
用

を
計
上
。

二　

公
民
館
活
動
の
充
実

　

本
年
度
は
、
助
成
事
業「
こ
こ
が
ふ
る

さ
と
東
大
和
の
魅
力
発
見
・
発
信
し
隊
」

２
年
目
と
し
て
、
魅
力
の
観
光
資
源
化
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
事
業
、
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト「
東
大
和
ど
っ
と
ネ
ッ
ト
」の
更

新
等
の
た
め
の
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

「
こ
う
み
ん
か
ん
だ
よ
り
」の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
検
討
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
Ｐ

Ｒ
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
民
大
学
・
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ッ
ジ
に
つ

い
て
は
、
Ａ
コ
ー
ス
・
Ｂ
コ
ー
ス
を
実
施

し
ま
す
。
市
民
主
体
の
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、「
２
コ
ー
ス
と
も
、
企
画
委
員
制

度
で
運
営
」ま
た
、「
市
民
講
師
情
報
の
収

集
」に
努
め
ま
す
。

教育費歳出内訳（単位：千円）

平
成
28
年
度
教
育
費
予
算（
概
要
）
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児
童
・
生
徒
一
人
一
人
に
確
か

な
学
力
を
つ
け
る
た
め
、
東
大
和

市
で
は
、
算
数
及
び
数
学
に
お
い

て
、
少
人
数
学
習
指
導
員
、
協

力
指
導
員
（
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
）等
を
学
校
に
配
置
し
、

個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

下
の
グ
ラ
フ
は
平
成
26
年
度
と

27
年
度
の
「
児
童
・
生
徒
の
学
力

向
上
を
図
る
た
め
の
調
査
」
の
児

童
・
生
徒
質
問
紙
か
ら
「
算
数
（
数

学
）
に
お
い
て
、
自
分
の
学
力
に

応
じ
た
コ
ー
ス
に
分
か
れ
た
授
業

を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
思
い
ま
す
か
。」
と
い
う

調
査
項
目
の
児
童
・
生
徒
の
回
答

を
比
較
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
回
答
で
は
、
肯

定
的
な
意
見
が
９
割
を
超
え
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
平
成
26

年
度
と
比
べ
る
と
、「
よ
い
」「
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
よ
い
」
と
肯
定

的
な
回
答
の
割
合
が
小
・
中
学
校

と
も
10
％
以
上
増
加
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
は
、
少
人
数
学
習

指
導
員
、
協
力
指
導
員
（
テ
ィ
ー

ム
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）等
を
効
果
的

に
活
用
し
、
授
業
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
小
・
中
学
校
の
放
課

後
等
補
習
教
室
に
お
い
て
、
よ
り

基
礎
的
・
基
本
的
な
学
習
内
容
の

定
着
を
図
り
、
児
童
・
生
徒
の
学

力
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

                                   

                                   

                                   

                                   

学力ステップアップ  

推進地域指定事業

【授業力の向上】 

 ・算数の学力状況の把握 

  （小学校３・４年生） 

 ・算数、理科の授業力向上の

ための講師を派遣 

  （市内全小中学校） 

【補習教室の実施】 

 ・コーディネーター・指導員

  （市内全小中学校） 

協力指導員（Ｔ．Ｔ）

市内全小中学校

少人数学習指導員

市内全小中学校 

学習支援員  

市内全小学校 

学校図書館指導員  

市内全小中学校 

放課後等補習教室  

（やまとっくん  とっくん塾分校）

（放課後、定期考査前、長期休業中等）

市内全中学校 

理 授業特別プログラム

市内全小中学校 

よい

55%

どちらかというと

よい

36%

悪い

2%
どちらかというと悪い

7%

平成２６年度

  

よい

67%

どちらかというと

よい

27%

悪い

1% どちらかというと悪い

5%

平成２７年度

「算数（数学）において、自分の学力に応じたコースに分かれた授業を受けることについて、

どのように思いますか。」について回答（成果：「よい」と回答したのが１０％以上増加）  

小学校の変容

よい

44%どちらかというと

よい

44%

悪い

2%

どちらかというと悪い

10%

よい

57%どちらかというと

よい

34%

悪い

3%
どちらかというと悪い

6%

中学校の変容

※平成２６年度及び平成２７年度における児童・生徒の学力向上を図るための調査  意識調査より  

数

                                   

                                   

                                   

                                   

学力ステップアップ  

推進地域指定事業

【授業力の向上】 

 ・算数の学力状況の把握 

  （小学校３・４年生） 

 ・算数、理科の授業力向上の

ための講師を派遣 

  （市内全小中学校） 

【補習教室の実施】 

 ・コーディネーター・指導員

  （市内全小中学校） 

協力指導員
（ティームティーチャー）

市内全小中学校

少人数学習指導員

市内全小中学校 

学習支援員  

市内全小学校 

学校図書館指導員  

市内全小中学校 

放課後等補習教室  

（やまとっくん  とっくん塾分校）

（放課後、定期考査前、長期休業中等）

市内全中学校 

理 授業特別プログラム

市内全小中学校 

よい

55%

どちらかというと

よい

36%

悪い

2%
どちらかというと悪い

7%

平成２６年度

  

よい

67%

どちらかというと

よい

27%

悪い

1% どちらかというと悪い

5%

平成２７年度

「算数（数学）において、自分の学力に応じたコースに分かれた授業を受けることについて、

どのように思いますか。」について回答（成果：「よい」と回答したのが１０％以上増加）  

小学校の変容

よい

44%どちらかというと

よい

44%

悪い

2%

どちらかというと悪い

10%

よい

57%どちらかというと

よい

34%

悪い

3%
どちらかというと悪い

6%

中学校の変容

※平成２６年度及び平成２７年度における児童・生徒の学力向上を図るための調査  意識調査より  

数

                                   

                                   

                                   

                                   

学力ステップアップ  

推進地域指定事業

【授業力の向上】 

 ・算数の学力状況の把握 

  （小学校３・４年生） 

 ・算数、理科の授業力向上の

ための講師を派遣 

  （市内全小中学校） 

【補習教室の実施】 

 ・コーディネーター・指導員

  （市内全小中学校） 

協力指導員（Ｔ．Ｔ）

市内全小中学校

少人数学習指導員

市内全小中学校 

学習支援員  

市内全小学校 

学校図書館指導員  

市内全小中学校 

放課後等補習教室  

（やまとっくん  とっくん塾分校）

（放課後、定期考査前、長期休業中等）

市内全中学校 

理 授業特別プログラム

市内全小中学校 

よい

55%

どちらかというと

よい

36%

悪い

2%
どちらかというと悪い

7%

平成２６年度

  

よい

67%

どちらかというと

よい

27%

悪い

1% どちらかというと悪い

5%

平成２７年度

「算数（数学）において、自分の学力に応じたコースに分かれた授業を受けることについて、

どのように思いますか。」について回答（成果：「よい」と回答したのが１０％以上増加）  

小学校の変容

よい

44%どちらかというと

よい

44%

悪い

2%

どちらかというと悪い

10%

よい

57%どちらかというと

よい

34%

悪い

3%
どちらかというと悪い

6%

中学校の変容

※平成２６年度及び平成２７年度における児童・生徒の学力向上を図るための調査  意識調査より  

数

「算数（数学）において、自分の学力に応じたコースに分かれた授業を受けることについて、
どのように思いますか。」について回答（成果：「よい」と回答したのが１０％以上増加）

※平成２６年度及び平成２７年度における児童・生徒の学力向上を図るための調査　意識調査より

平成２８年度の学力向上に向けての取組

平成２８年度　東大和市　学力向上のための取組

教育委員会だより 第72号（ 3 ）



東大和市教育委員会の教育目標
～東大和市のめざす教育の姿～

・互いの人格を尊重し、思いやりと規範意識のある人間
・社会の一員として、社会に貢献しようとする人間
・自ら学び考え行動する、個性と創造力豊かな人間

東大和市教育委員会の基本方針
～教育目標を達成するために～

基本方針１「人権尊重の精神」と「社会貢献の精神」の育成
基本方針２「豊かな個性」と「創造力」の伸長
基本方針３「総合的な教育力」と「文化・スポーツ」の充実
基本方針４「市民の教育参加」と「学校経営の改革」の推進

 
教育長 
真如 昌美(しんにょ まさはる)

 
昭和２７年生まれで、東京学芸大学教育学部卒業後、

昭和５０年に教員となり、その後当市教育委員会学校教

育部参事兼指導室長事務取扱、港区立御成門小学校長等

を歴任し、平成２４年から教育長を務める。任期は、平

成２８年４月１日から平成３１年３月３１日までの三年

間である。 

                                   

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律が施行され、平成２７年４月１日か

ら教育の政治的中立性、継続性・安定性を確保しつつ、教育行政における責任体制の明確化、教育委員

会の審議の活性化、迅速な危機管理体制の構築、いじめによる自殺等が起きた後においても再発防止の

ための国が教育委員会に指示できることを明確化、また、地域の民意を代表する市長との連携強化を図

ることなどを目的とした新たな制度が始まりました。 

 東大和市教育委員会は、平成２８年４月１日に新たな「教育長」を代表とする新体制をスタートさせ、

市長と教育委員会が教育行政に関する「総合教育会議」を開催し、協議調整を行うことで、今後も開か

れた教育行政を推進してきます。 

～新たに就任した教育長及び委員について～

 今回の制度改正により、教育委員会の責任の明確化を図るため、これまでの教育委員長と教育長を一本化した「新

教育長」を設置することになりました。市では、改正後の法律による新たな制度に基づき、平成２８年第１回東大和

市議会定例会において、議会の同意を得て、４月１日に新教育長に真如昌美氏を任命いたしました。教育委員会は、

真如教育長のもと、４月１日から新たな体制により、市長が示す「教育に関する大綱」に沿った教育行政を推進して

いきます。 

新しい教育委員会制度が 

スタート！ 

委
員 

武
石

た
け
い
し 

修
し
ゅ
う

一
郎

い
ち
ろ
う 

任
期 

平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
28
年
９
月
30
日 

委
員 

岩
田

い

わ

た 

圭
子

け

い

こ 

任
期 

平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
29
年
９
月
30
日 

委
員 

藤
宮

ふ
じ
み
や 

志
津
子

し

づ

こ 

任
期 

平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
30
年
９
月
30
日 

委
員 

新
藤

し
ん
ど
う 

久ひ
さ

典の
り 

任
期 

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
29
年
３
月
27
日 

４／１ 

から 

 平成２８年３月３１日付けをもちまして、前教育委

員長の鈴木敏彦氏が退任いたしました。（５期（１９年）

在任） 
 新たに新藤久典氏が平成２８年４月１日付けで就任

いたしました。任期は上記のとおりです。（向原在住）

　平成２７年４月、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正により、教育委員会制度が改
正されました。当市では、法律に定めがある経過措置を適用しながら、市長が設置する「総合教育会議」
を活用して、教育に関する「大綱」を策定するなど、移行準備を進めてまいりました。
　平成２８年４月１日、新「教育長」を代表とする新制度に移行しました。
　これまで同様に、教育の政治的中立性・継続性・安定性を確保しつつ、教育行政における責任体制の
明確化、教育委員会の審議の活性化、迅速な危機管理体制の構築など、新体制の掲げる改善点に留意し、
市長と教育委員会との一層の連携強化を図りながら、今後も開かれた教育行政を推進してまいります。

新教育長と新たな教育委員会の体制
　今回の制度改正により、教育委員会の責任の明確化を図るため、これまでの教育委員長と教育長を一本化した
新「教育長」を設置することになりました。市では、改正後の法律による新たな制度に基づき、平成２８年第１
回東大和市議会定例会において、議会の同意を得て、４月１日に新「教育長」に真如昌美氏を任命いたしました。
教育委員会は、真如教育長のもと、４月１日から新たな体制により、市長が示す教育に関する「大綱」に沿った
教育行政を推進していきます。

～教育長及び教育委員～

教育長

真如 昌美（しんにょ　まさはる）

　昭和 27 年生まれで、東京学芸大学教育学部卒業後、
昭和 50 年に教員となり、その後当市教育委員会学校教
育部参事兼指導室長事務取扱、港区立御成門小学校長等
を歴任し、平成 24年から教育長を務める。任期は、平成
28年 4月 1日から平成 31年 3月 31日までの３年間。

就任にあたって
　東大和市の教育委員会制度改革の中で、２期目の東大
和市教育委員会教育長に再任されました。
　これまでの教育委員長と教育長を一本化した新「教育
長」として教育委員長が担っていた職責も引き受ける立
場となりました。
　尾崎保夫市長が目指す「日本一子育てしやすいまちづ
くり」に向け、本年度は、「生きる力」「協働・一丸」「地
域の学校」の３つの柱で、輝きのある教育を展開してい
きます。

委
員　

新し
ん
ど
う藤　

久ひ
さ

典の
り

任
期　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　

平
成
29
年
３
月
27
日

委
員　

藤ふ
じ
み
や宮　

志し

づ

こ
津
子

任
期　

平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　

平
成
30
年
９
月
30
日

委
員　

岩い
わ
た田　

圭け
い
こ子

任
期　

平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　

平
成
29
年
９
月
30
日

委
員　

武た
け
い
し石　

修し
ゅ
う
い
ち
ろ
う

一
郎

任
期　

平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　

平
成
28
年
９
月
30
日

　平成28年 3月31日付けをもちまして、前教育委員
会委員長の鈴木敏彦氏（5期（19年）在任）が退任い
たしました。
　新たに新藤久典氏が平成28年 4月1日付けで就任
いたしました。任期は上記のとおりです。（仲原在住）

新しい教育委員会制度が
スタート！

（教育に関する大綱より抜粋）

教育委員会だより （ 4 ）第72号



　

東
大
和
市
教
育
委
員
会
で
は
、
特

別
な
支
援
が
必
要
な
児
童
・
生
徒
が

個
々
の
状
態
に
応
じ
て
教
育
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
平
成
28
年
度
、
全

て
の
小
学
校
に
特
別
支
援
教
室
を
設

置
し
、
第
三
中
学
校
に
通
級
指
導
学

級
を
新
設
し
ま
し
た
。

一　

特
別
支
援
教
室
の
設
置

　

全
て
の
小
学
校
に
特
別
支
援
教
室

を
設
置
し
、
一
人
で
も
多
く
の
児
童

が
在
籍
学
校
で
き
め
細
か
い
支
援
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
児
童
が
通
級

す
る
方
式
か
ら
教
員
が
巡
回
す
る
方

式
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

児
童
・
保
護
者
の
移
動
や
送
迎
に

係
る
負
担
軽
減
、
在
籍
学
級
の
担
任

と
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
が
図
ら
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

二　

�

中
学
校
は
引
き
続
き
通
級
指
導

学
級

　

こ
れ
ま
で
市
立
中
学
校
の
通
級
指

導
学
級
は
第
二
中
学
校
に
設
置
し
、

必
要
な
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
支
援
を
必
要
と
す
る
生
徒
の

増
加
に
対
応
し
て
、
安
定
し
た
学
級

運
営
を
図
る
た
め
、
第
三
中
学
校
に

新
た
に
市
内
で
２
校
目
の
通
級
指
導

学
級
を
開
設
し
ま
し
た
。

三　

対
象
と
な
る
児
童
・
生
徒

　

様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
、
学
習
面

や
行
動
面
に
お
い
て
何
ら
か
の
課
題

が
あ
り
、
一
部
特
別
な
支
援
を
必
要

と
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
が
利
用
し

て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、

・ 

友
達
と
の
関
係
を
う
ま
く
築
く
こ

と
が
苦
手
で
あ
る
。

・ 

知
的
発
達
の
遅
れ
は
な
い
も
の
の

特
定
の
分
野
の
学
習
に
困
難
が
あ

る
。

・ 

学
習
や
友
人
関
係
に
自
信
を
な
く

し
、
学
校
生
活
や
日
常
生
活
に
お

い
て
、
十
分
に
力
が
発
揮
で
き
な

い
。

な
ど
の
個
々
の
課
題
に
応
じ
た
指
導

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

第
七
小
学
校
の「
こ
と
ば
の
教
室
」

は
引
き
続
き
通
級
す
る
制
度
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
特
別
支
援
教
室
・
通
級
指

導
学
級
を
利
用
す
る
に
は
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

　

学
校
教
育
課
特
別
支
援
教
育
係

（
内
線
１
５
２
５
～
１
５
２
７
）ま
で
。

全
て
の
小
学
校
に
特
別
支
援
教
室
、
第
三
中

学
校
に
通
級
指
導
学
級
を
開
設
し
ま
し
た
。

１
月
定
例
会

○
東
大
和
市
教
育
委
員
会
委
員
の
辞

職
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
（
承
認
）

○
平
成
28
年
度
東
大
和
市
学
校
給
食

事
業
計
画
及
び
平
成
28
年
度
東
大
和

市
学
校
給
食
会
計
予
算
に
つ
い
て

（
諮
問
） 

（
承
認
）

２
月
定
例
会

○
事
務
の
臨
時
代
理
の
承
認
に
つ
い

　

平
成
28
年
４
月
１
日
付
で
、
異
動

が
あ
り
ま
し
た
。

❖
校
長
の
異
動
❖

第
五
小
学
校

　

髙
野　

滋　
　

定
年
退
職

 

（
３
月
31
日
付
）

　
　
　
　
　
　
　

 

小
平
市
教
育
委
員

会
非
常
勤
教
員
へ

　

加
藤　

進　
　

 

瑞
穂
町
教
育
委
員

会
指
導
課
長
か
ら

第
七
小
学
校

　

杉
本　

快
枝　

再
任
用
退
職

 

（
３
月
31
日
付
）

　

大
桃　

昌
博　

 

福
生
市
立
福
生
第

一
小
学
校
副
校
長

か
ら

第
九
小
学
校

　

大
中　

勲　
　

再
任
用

第
一
中
学
校

　

曽
根　

信
行　

再
任
用
退
職

 

（
３
月
31
日
付
）

教
育
委
員
会
の
動
き

て
（
校
長
及
び
副
校
長
の
任
命
の
内

申
に
つ
い
て
） 

（
承
認
）

○
東
大
和
市
教
育
委
員
会
教
育
長
に

対
す
る
事
務
委
任
等
に
関
す
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則　
（
可
決
）

○
平
成
28
年
度
東
大
和
市
学
校
給
食

事
業
計
画
及
び
平
成
28
年
度
東
大
和

市
学
校
給
食
会
計
予
算
に
つ
い
て

（
答
申
） 

（
承
認
）

 

外
７
件
可
決

３
月
定
例
会

○
東
大
和
市
教
育
委
員
会
委
員
長
の

　
　
　
　
　
　
　

 

第
三
小
学
校
非
常

勤
教
員
へ

　

石
井　

和
光　

 

国
立
市
立
国
立
第

三
中
学
校
長
か
ら

❖
副
校
長
の
異
動
❖

第
一
小
学
校

　

高
野　

博
文　

 

練
馬
区
立
光
が
丘

四
季
の
香
小
学
校

長
へ

　

房
田　

健　
　

 

第
四
小
学
校
主
幹

教
諭
か
ら

第
二
小
学
校

　

稲
川　

亨　
　

 

東
久
留
米
市
立
第

七
小
学
校
副
校
長

へ

　

濱
辺
理
佐
子　

 

第
四
小
学
校
副
校

長
か
ら

第
四
小
学
校

　

濱
辺
理
佐
子　

 

第
二
小
学
校
副
校

長
へ

　

吉
原　

勇　
　

 

東
久
留
米
市
立
第

七
小
学
校
副
校
長

か
ら

選
挙
に
つ
い
て

○
東
大
和
市
教
育
委
員
会
委
員
長
第

１
職
務
代
理
者
及
び
第
２
職
務
代
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

○
東
大
和
市
立
学
校
の
通
学
区
域
等

に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

○
第
二
次
東
大
和
市
特
別
支
援
教
育

推
進
計
画
策
定
懇
談
会
設
置
要
綱

（
案
）
に
つ
い
て 

（
承
認
）

 

外
８
件
承
認
及
び
４
件
可
決

第
六
小
学
校

　

田
久
保
靖
宏　

定
年
退
職

 

（
３
月
31
日
付
）

　
　
　
　
　
　
　

再
任
用

第
八
小
学
校

　

戸
田　

恵
介　

 

第
三
中
学
校
副
校

長
へ

　

多
田　

春
美　

 

立
川
市
立
立
川
第

一
中
学
校
主
幹
教

諭
か
ら

第
三
中
学
校

　

岩
井　

秀
雄　

 

新
宿
区
立
四
谷
中

学
校
主
任
教
諭
へ

　

戸
田　

恵
介　

 

第
八
小
学
校
副
校

長
か
ら

❖
教
育
委
員
会
事
務
局
の
異
動
❖

指
導
主
事

　

小
野　

隆
一　

 

東
京
都
教
育
庁
指

導
部
指
導
企
画
課

統
括
指
導
主
事
へ

　

赤
田　

正
慶　

 

中
野
区
立
第
四
中

学
校
主
幹
教
諭
か

ら

1〜3月

平
成
28
年
度

校
長
・
副
校
長
の
異
動

教育委員会だより 第72号（ 5 ）



　

４
月
４
日
㈪
に
、
今
年
度
、
東
大

和
市
に
採
用
と
な
っ
た
新
規
採
用
教

員
対
象
の「
初
任
者
研
修
会
開
講
式
」

が
、
東
大
和
市
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
真
如
昌
美
教
育

長
か
ら
辞
令
交
付
及
び
あ
い
さ
つ
の

後
、
代
表
の
教
員
が
積
極
的
に
研
修

に
臨
む
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

開
講
式
後
、
東
大
和
市
役
所
会
議

棟
に
て
「
第
一
回
初
任
者
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

13
人
の
新
規
採
用
教
員
に
対
し
て
、

岡
田
博
史
指
導
室
長
か
ら
、
教
員
と

し
て
の
心
構
え
に
つ
い
て
、
講
義
を

行
い
ま
し
た
。
真
剣
に
講
義
を
聴
く

凛り
ん

と
し
た
姿
に
教
育
に
対
す
る
熱
意

と
意
欲
を
感
じ
ま
し
た
。

　

東
大
和
市
教
育
委
員
会
は
、
新
規

採
用
教
員
に
、
教
師
と
し
て
、
子
ど

も
一
人
一
人
に
生
き
る
力
を
育
む
た

め
の
指
導
力
が
身
に
付
く
よ
う
、
人

材
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
授

業
力
・
生
活
指
導
力
、
家
庭
・
地
域

と
の
連
携
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
学
校
と
連
携
し
て
授
業
研
究
等

を
通
し
て
、
実
践
力
を
磨
い
て
い
き

ま
す
。

　

新
規
採
用
教
員
が
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
応
援

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

第
四
小
学
校
で
は
平
成
22
年
度
、

第
八
小
学
校
で
は
平
成
24
年
度
に
、

東
京
都
の
補
助
を
受
け
、
校
庭
全
面

の
芝
生
化
を
行
い
ま
し
た
。

　

校
庭
の
芝
生
は
、
専
門
的
知
識
や

機
械
が
必
要
な
作
業
に
つ
い
て
は
専

門
業
者
に
委
託
し
て
お
り
ま
す
が
、

芝
刈
り
作
業
等
の
日
常
管
理
は
お
や

じ
の
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
校
庭
使
用
団
体
、

地
域
在
住
の
方
、
学
校
関
係
者
等
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
校
庭
芝
生
化
か
ら
５
年

が
経
過
し
ま
し
た
第
四
小
学
校
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
、
以
前
は

専
門
業
者
に
て
行
っ
て
お
り
ま
し
た

肥
料
撒
き
作
業
に
つ
い
て
も
、
芝
刈

り
作
業
と
と
も
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

４
月
以
降
、
芝
生
の
成
長
が
盛
ん

に
な
り
、
芝
刈
り
作
業
、
肥
料
撒
き

作
業
と
も
に
頻
度
が
高
く
な
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
良
好
な
芝
生
を
維

持
す
る
た
め
、
今
後
と
も
ご
協
力
と

ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

問
合
せ

　

芝
刈
り
作
業
等
に
ご
興
味
の
あ
る

方
は
、

第
四
小
学
校
☎
５
６
２
‐
１
９
８
２

第
八
小
学
校
☎
５
６
４
‐
１
２
８
０

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

第
四
小
学
校
・
第
八
小
学
校
の

芝
刈
り
作
業

体力向上事業　「やまとっくん　体力向上教室」

・�どんな活動でも、体の軸
（姿勢）が大切だというこ
とが分かった。

・�やっぱり、本物の選手はすごい。かっこいい。
・�私は走るのが苦手だったけど、プロの先生から教
えてもらって、速く走るコツが分かった。今度の
運動会では速く走れるような気がする。
・�陸上のプロの先生は、面白く教えてくれて、見本
を見せてくれるので分かりやすかった。

・�子どもたちが本物の陸上
選手と触れ合える貴重な
体験となった。

・�本物のアスリートのすごさを体感できた。
・�実際に一緒にやってみて、効果的な走り方や練習
方法が分かり、楽しかった。ペア練習を家庭でも
やってみたい。
・�スポーツを好きになるきっかけとなる。今後もス
ポーツ選手と触れ合う機会を学校で設定してほしい。

市内小学校児童が「アテネオリンピック代表陸上選手」や「２００７
世界陸上代表選手」から走り方を教わりました。

第四小学校　　　　第二小学校

保護者の声児童の声

新
し
い
先
生
が

採
用
さ
れ
ま
し
た

さ わ や か 教 育 相 談 室
第三小学校内（教育センター３階）

（月曜日から金曜日　午前１０時から午後５時まで）
電話　０４２－５６２－７９１１

い じ め 電 話 相 談
東大和市教育委員会内

（月曜日から金曜日　午前９時から午後４時まで）
電話　０４２－５１６－８０９１

子どもの１１０番（ダイヤル・サービス（株））
ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｋｏｄｏｍｏ１１０．ｊｐ

２４時間いじめ相談ダイヤル（全国統一ダイヤル）

電話　０５７０－０－７
な

８
や

３
み

１
言 お う

０
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市
で
は
、
公
立
小
・
中
学
校
に
在

学
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
で
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
さ
せ
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
に
、
教
育
費
の
一

部
を
援
助
す
る
就
学
援
助
費
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
で

平
成
28
年
度
の
申
請
が
お
済
み
で
な

い
方
は
、
学
校
教
育
課
（
市
役
所
５

階
）
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

　

就
学
援
助
費
支
給
認
定
申
請
書

（
４
月
上
旬
に
学
校
を
通
じ
て
配
布

済
み
で
す
）、
収
入
を
証
明
で
き
る

書
類
等
、
家
賃
の
金
額
を
証
明
で
き

る
書
類
（
賃
貸
住
宅
に
お
住
ま
い
の

方
）

▽
収
入
審
査
の
結
果
、
認
定
さ
れ
た

場
合
に
は
、
申
請
書
を
提
出
し
た
月

か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
（
５
月
中

に
申
請
書
を
提
出
し
た
方
は
５
月
分

か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
）。

▽
年
度
ご
と
に
認
定
す
る
た
め
、
平

成
27
年
度
に
就
学
援
助
費
が
支
給
さ

れ
て
い
る
方
も
、
必
ず
再
度
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

学
校
教
育
課
・
内
線
１
５
２
２
ま

で
。

　

文
部
科
学
省
が
、
小
・
中
学
校
の

定
期
健
康
診
断
項
目
の
見
直
し
を
行

い
、
東
大
和
市
に
お
い
て
も
、
平
成

28
年
度
か
ら
健
康
診
断
項
目
の
内
容

を
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、
追
加
が
２
項
目
、

廃
止
が
３
項
目
に
な
り
ま
す
。

　

追
加
す
る
項
目
は
、
①
内
科
健
診

の
際
に
、
骨
・
関
節
・
筋
肉
等
の
発

達
の
状
態
等
を
診
る
「
四
肢
の
状
態

の
検
診
」
と
、
②
眼
科
健
診
と
は
別

に
希
望
者
を
対
象
と
し
て
実
施
す
る
、

色
の
見
え
方
を
検
査
す
る
「
色
覚
検

査
」
に
な
り
ま
す
。

　

廃
止
す
る
項
目
は
、
①
デ
ー
タ
を

活
用
す
る
こ
と
が
難
し
い
「
座
高
検

査
」、
②
全
国
平
均
の
寄
生
虫
の
発

見
率
が
１
％
未
満
と
な
っ
た
「
ぎ
ょ

う
虫
卵
検
査
」、
③
就
学
時
検
診
等

に
よ
り
確
認
の
で
き
て
い
る
小
学
校

１
年
生
「
ひ
き
つ
け
調
査
」
に
な
り

ま
す
。

　

既
に
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
お

知
ら
せ
を
お
配
り
し
て
お
り
ま
す
が
、

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
学
校

ま
た
は
学
校
教
育
課
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
、
学
校
の
保
健
衛
生
の

維
持
・
向
上
の
た
め
ご
家
庭
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
新
築
工
事
の
進
捗
に
つ
い
て

　

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

度
末
に
鉄
骨
工
事
が
完
了
し
、
平
成

28
年
９
月
末
の
竣
工
に
向
け
て
、
現

在
は
、
外
装
工
事
や
厨
房
設
備
な
ど

内
装
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

●
調
理
配
膳
業
務
委
託
事
業
者
の
公

募
選
定
に
つ
い
て

　

調
理
配
膳
業
務
委
託
事
業
者
に
つ

い
て
は
、
東
大
和
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
、
保
護
者
の
皆
さ

ま
等
の
意
見
を
尊
重
し
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
に
よ
り
公
募
を
行
う
こ
と

と
し
、
庁
内
職
員
で
構
成
す
る
選
定

委
員
会
で
候
補
者
の
選
定
を
進
め
て

い
き
ま
す
。（
平
成
28
年
４
月
１
日

か
ら
公
募
し
て
い
ま
す
。）

　

な
お
、
選
定
に
当
た
っ
て
は
、「
東

大
和
市
学
校
給
食
基
本
計
画
」
に
基

づ
き
、
魅
力
的
な
学
校
給
食
の
提
供

が
で
き
る
よ
う
、
安
全
衛
生
管
理
面

や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
等
に
配
慮
し
て
、

事
業
者
か
ら
の
提
案
を
総
合
的
に
判

断
し
て
い
き
ま
す
。

●
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

ア
レ
ル
ギ
ー
除
去
食
対
応
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
「
学
校
生
活

管
理
指
導
表
（
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

用
）」
を
提
出
し
た
児
童
・
生
徒
を

対
象
に
、
除
去
対
象
の
ア
レ
ル
ギ
ー

原
因
食
材
を
含
む
給
食
に
つ
い
て
、

当
該
食
材
を
除
い
た
除
去
食
を
調
理

し
、
個
別
容
器
で
提
供
す
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

１　

表
示
義
務
品
目

　

国
の
省
令
に
お
い
て
、「
発
症
件

数
が
多
い
」又
は
「
症
状
が
重
く
な

る
こ
と
が
多
く
、
生
命
に
関
わ
る
た

め
」
と
の
理
由
に
よ
り
、
表
示
義
務

が
設
け
ら
れ
て
い
る
７
品
目
の
扱
い

は
、
次
の
と
お
り
と
い
た
し
ま
す
。

◎
除
去
食
対
象
と
す
る

『
卵
、
乳
、
え
び
、
か
に
』

◎
給
食
で
提
供
し
な
い

『
そ
ば
、
落
花
生
』

◎
除
去
食
対
象
と
し
な
い

『
小
麦
（
飛
散
す
る
た
め
）』

２　

表
示
推
奨
品
目

　

国
の
通
知
に
よ
り
「
過
去
に
一
定

の
頻
度
で
発
症
が
報
告
さ
れ
た
も

の
」
と
の
理
由
に
よ
り
、
表
示
が
推

奨
さ
れ
て
い
る
品
目
で
、
該
当
者
が

比
較
的
多
い
も
の
の
扱
い
は
、
次
の

と
お
り
と
し
ま
す
。

◎　

除
去
食
対
象
と
す
る

『
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
、
ア
ー
モ
ン
ド
』

◎　

給
食
で
提
供
し
な
い

『
く
る
み
、
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
』

　

な
お
、
工
事
の
進
捗
状
況
等
に
つ

い
て
は
、
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
場
所
「
子
育

て
・
学
校
」→
「
学
校
教
育
」→
「
学

校
給
食
」

　

３
月
20
日
（
日
・
祝
）
に
開
催
さ

れ
た
多
摩
湖
駅
伝
大
会
の
写
真
展
示

を
郷
土
博
物
館
ロ
ビ
ー
で
行
い
ま
す
。

大
会
当
日
は
４
３
４
チ
ー
ム
が
出
走

し
、招
待
チ
ー
ム「
ア
ラ
タ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
一
員
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
男
子
マ
ラ
ソ
ン
代
表
の

藤
原
新あ
ら
た選

手
が
出
走
す
る
な
ど
盛
況

な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

早
春
の
多
摩
湖
を
懸
命
に
走
る
選

手
や
、
声
援
を
お
く
る
観
客
の
姿
を

収
め
た
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
写
真
を
展

示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

★　

郷
土
博
物
館
ロ
ビ
ー　

★

・
期
日　

 

５
月
11
日
㈬
～
５
月
20
日

㈮
（
16
日
㈪
は
休
館
日
）

・
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　

最
終
日
は
正
午
ま
で

問
合
せ

　

社
会
教
育
課
・
内
線
１
５
５
５

～
就
学
援
助
費
の
申
請
は

 

お
早
め
に
～

～
小
・
中
学
校
の
定
期
健
康
診
断

の
項
目
を
変
更
し
ま
し
た
～

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
の
進
捗
状
況

及
び
運
営
準
備
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

第
26
回
多
摩
湖
駅
伝
大
会

写
真
展
示

第26回多摩湖駅伝大会写真展示の一部
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平
成
28
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
東
京
都
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、

小
学
校
の
通
学
路
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
ま
す
。

　

市
内
の
小
学
校
10
校
の
通
学
路
に

25
台
を
設
置
し
、
昨
年
度
設
置
し
た

も
の
と
合
わ
せ
る
と
、
１
校
あ
た
り

５
台
ず
つ
、
計
50
台
と
な
り
ま
す
。

　

設
置
場
所
は
、
警
察
等
か
ら
の
不

審
者
情
報
や
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々

の
ご
意
見
を
参
考
に
、
市
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
も
考
え
て
効
果
的
な
配
置
に

な
る
よ
う
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
設
置
場
所
付
近
の
方
の
ご
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

へ
も
配
慮
し
て
配
置
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
に
設
置
し
ま

し
た
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
運
用
を
開
始

し
て
お
り
ま
す
。

　
「
東
大
和
を
も
っ
と
も
っ
と
、
住

む
人
に
は
楽
し
く
て
、
安
心
で
き
て
、

人
が
た
く
さ
ん
訪
ね
て
く
る
ま
ち
に

す
る
」事
業
は
２
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。

　

昨
年
度
は
「
発
見
し
隊
」「
発
信

し
隊
」
の
２
本
を
柱
に
公
民
館
主
催

講
座
を
開
催
し
、
学
習
、
仲
間
づ
く

り
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
自

主
グ
ル
ー
プ
と
し
て
仮
称
「
東
大
和

市
ま
ち
お
こ
し
連
絡
会
（
ま
ち
連
）」

が
活
動
を
始
め
、
ま
た
、
東
大
和
の

魅
力
を
発
信
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
東
大
和
ど
っ
と
ネ
ッ
ト
」
が
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
そ
れ
ら
を
み
が
き
、

つ
な
が
り
を
深
め
、
さ
ら
に
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
、
公
民
館
を

拠
点
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
輝
い
て
い

た
だ
き
ま
す
。
発
見
し
隊
は
ま
ち
の

魅
力
ア
ッ
プ
と
だ
れ
で
も
気
軽
に
集

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
の
実

現
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。
発
信
し

隊
は
「
東
大
和
ど
っ
と
ネ
ッ
ト
」
の

充
実
と
、
そ
れ
を
盛
り
上
げ
る
関
連

サ
イ
ト
や
ブ
ロ
グ
と
の
リ
ン
ク
も
広

げ
て
い
き
ま
す
。

※
本
事
業
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
市
報
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

こ
う
み
ん
か
ん
だ
よ
り
、
チ
ラ
シ
等

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

日
本
画
家
・
吉
岡
堅
二
画
伯
邸
の

春
の
特
別
公
開
を
行
い
ま
す
。

開
催
日　

５
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

公
開
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

会
場　
（
仮
称
）東
大
和
郷
土
美
術
園

　

東
大
和
市
清
水
３
‐
７
７
９
（
駐

車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
）
／
入
園
無
料

☆
各
種
ガ
イ
ド

　
「
お
庭
ガ
イ
ド
」
：
園
内
の
植
物

に
つ
い
て
職
員
が
解
説
し
ま
す
。
午

前
11
時
か
ら
30
分
程
度
。

　
「
展
示
ガ
イ
ド
」
：
展
示
作
品
に

つ
い
て
職
員
が
解
説
し
ま
す
。
午
後

１
時
か
ら
20
分
程
度
。

　

文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

「
お
う
ち
ガ
イ
ド
」
は
随
時
。
希
望

さ
れ
る
方
は
職
員
ま
た
は
文
化
財
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
声
を
お
か
け
く
だ

さ
い
。

＊
西
武
多
摩
湖
線
武
蔵
大
和
駅
か
ら

徒
歩
５
分

　

中
央
図
書
館
で
は
、「
図
書
館
へ

の
声
」
や
「
市
長
へ
の
手
紙
」等
で

要
望
の
多
い
自
習
室
の
設
置
に
つ
い

て
、
施
設
の
有
効
活
用
と
い
う
面
か

ら
も
検
討
を
行
い
、
ま
ず
は
試
行
と

い
う
形
で
、
期
間
を
区
切
っ
て
、
２

階
の
会
議
室
を
自
習
室
と
し
て
開
放

し
ま
し
た
。

　

１
回
目
は
、
平
成
27
年
12
月
５
日

～
平
成
28
年
１
月
31
日
の
土
曜
日
・

日
曜
日
の
14
日
間
を
、
２
回
目
は
春

休
み
期
間
の
３
月
26
日
～
４
月
４
日

ま
で
の
休
館
日
を
除
く
毎
日
（
９
日

間
）実
施
し
ま
し
た
。

　

利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も

実
施
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
２
回
の

試
行
結
果
と
合
わ
せ
て
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ク
ラ
ス
で
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
に

絵
本
を
読
み
聞
か
せ
る
時
の
ち
ょ
っ

と
し
た
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。

日
時　

６
月
24
日
㈮
午
前
10
時
15
分

～
午
後
０
時
15
分

場
所　

中
央
図
書
館
視
聴
覚
室

講
師　

図
書
館
職
員

内
容　

絵
本
の
選
び
方
や
読
み
方
、

本
読
み
会
の
流
れ

問
合
せ　

中
央
図
書
館

☎
０
４
２
‐
５
６
４
‐
２
４
５
４

児童・生徒数／ 28.4.7現在 （単位：人）

小学校 前年同月比 中学校 前年同月比
男 2,236 △41 1,044 6
女 2,251 　27 1,040 △30
計 4,487 △14 2,084 △24

前年同月比
男 3,280 △35
女 3,291 △  3
計 6,571 △38

計

サポートルーム

（適応指導教室）

月曜日から金曜日

午前 9時〜午後 4時
０４２−５６１−６１３４

訪問による教育相談
月曜日から金曜日

午前10時〜午後5時

０４２−５６３−２１１１

内線１５２５

ひとりでなやまないで！

今
年
度
も
25
台
通
学
路
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す

～
こ
こ
が
ふ
る
さ
と
・

　
東
大
和
の
魅
力
発
見
・

　
　
　
　
　 

発
信
し
隊
～

会
議
室
を
自
習
室
と
し
て

開
放
（
試
行
）

講
習
会
・
初
め
て
の
読
み
聞
か
せ

「
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
を
読
む
」

（
仮
称
）東
大
和
郷
土
美
術
園

特
　
別
　
公
　
開
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